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第 １７ 回 例 会 報 告（１１月１日） 
 

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５３名          ・出席数   ４３名          ・欠席数  １０名 

・当日出席率   ８７．５０％               ・前々回修正出席率   ９２．００％ 

＜欠席会員＞檜垣(巧)､村上(裕)､田中､竹田､吉田 

〔免除会員〕原田､松本､白石､高木､八木 

<10/18 欠席補填>(10/15 今治北)青野(賢)､加賀､川上､吉良､松木､村上(裕)､西本､田中､竹田   (10/23 今治南)

檜垣(賢)､檜垣(直)､檜垣(巧)､小堀 

◇マニタさんスピーチ・RC 例会出席の際は JR の車窓から穏やかな瀬戸内海を眺めながら来ていました。今日は

強風で波が高く海が怒っているように思えました。3・11 の津波の事も思い起こされて、水害を

怖いなと思いました。 

◇孫さんスピーチ・今治南と東予 RCで卓話をした時に、会員の皆様は中国のインフレについて興味を持ておら

れました。7 年前と比べるとダウンジャケットは 500→1,500 元、ラーメンは 5→15 元、家賃は

5,000→15,000 元というように約 3倍になっていますが、交通費は変わりありません。 

◇会長報告・木村ガバナーをお迎えし、特別会議室にて会長・幹事懇談会を開催しました。 

・出席優秀者表彰 100％ 20 回 松木徹夫会員、19 回 吉良敏彦会員、17 回 川上昭一会員おめでとうご

ざいます。 
◇親睦活動委員会・入会記念スピーチ・青野明高会員（在籍 14 年）：ガバナー公式訪問日にスピーチが出来て光

栄です。川上会員の推薦で入会し、入会時にロータリーの『4 つのテスト』という素晴らしい言

葉をいただきました。以降この言葉と共に自己研鑽に励んでいます。 
 

ガバナー講話 
◆木村大三郎ガバナー：四国で一番古いクラブに訪問するので興味津々で来

ました。会員同士が楽しく談笑している柔らかい雰囲気がよいと思います。

今治RCは地区事業にも多大な協力をいただき感謝しております。▼私は人生

において神様の言葉というか、何か人生を動かしているものがあるのではな

いか、また自分が“生かされている意味”が必ずあると思っています。人生

の節目で出会った言葉と共に紹介いたします。①「お天道様がみてるからね

（母）」小学生の頃、いたずらをすると先生に叱られましたが母親にはあま

り叱られませんでした。しかし、母のこの言葉から、やっていい事と悪いこ

との区別をつけてきました。RCに入会してからは、『四つのテスト』と照ら

し合わせて仕事をする際に活用しています。②「人生の醍醐味はこれからよ

（姉）」25歳の時に大病を患い、2年間の入院生活を余儀なくされ、33歳で

家業を引き継ぎましたが、望まれてなったわけではないのでかなり苦労しま

した。また、銀行からの融資に頼りなんとか経営の道筋がついてきた時に、C型肝炎を発症し希望を失くしかけま

した。その際、姉からの手紙にあった言葉です。生体肝移植も成功し、“生かされているなあ”と実感しました。

③「いろいろな場所に行けるから、ガバナーを受けていいわよ（妻）」ガバナーを引き受けるかどうか相談した

際の妻の言葉です。いつも病気が治ると大きな仕事を与えられる気がします。天から与えられた仕事を一生懸命

にこなすのが私の生き方です。▼ロータリー財団については知名度が低いので、改善をしなければなりません。

第一歩として地区で集めた寄付は地域で使い、地元で感謝される使い方を考えていくべきです。田中作次氏が日

本人として3人目のRI会長です。日本のRCを盛り上げなくてはいけません。まずは行動を！ 

 

＜ゲスト＞ガバナー 木村大三郎様、令夫人 木村久美子様、ガバナー補佐 佐々木善康様、随行員 村尾俊郎様 

米山記念奨学生 ティミルシナ・マニタさん、米山記念奨学生 孫玉梅さん 

次 回 例 会（１１月８日） 

【 新世代奉仕委員会アワー 】 

     ＜会員誕生日祝＞ 大澤 正尚氏（11/13） 

     ＜結婚記念日祝＞ 西信 正男氏（11/9） 

〔 俥屋 〕 

 


